講演題目 [フォントサイズ14pt・太字・中央揃え・ゴシック系フォント]

（所属1、所属2）○著者 一人1・著者 二人1,2･･･［11pt・右揃え・明朝系フォント］
［ここは一行空けてください］
【緒言】　日本語本文・・・・［11pt・両端揃え・明朝系フォント］
原則として、電子ファイルでの提出をお願いいたします。PDF形式とWord形式両方のファイルをE-mailでお送り下さい。講演要旨の作成要領および提出方法をよく読んで、要旨作成および提出をしてください。

· 原稿は１件につき1枚(ポスター発表)・２枚(一般講演)・４枚(総合講演)で作成ください。
· マージンは左右上下それぞれ20mmです。
· 要旨に用いるフォントは、MS明朝、MSゴシック、Times New Roman、ArialおよびSymbolの使用を推奨します。
· 本要領を参照し、講演題目、所属、氏名、日本語本文を書いてください。
· 講演題目は太字14ポイントで書いてください。
· 登壇者には、氏名の前に○印をつけてください。

· 日本語の所属・氏名と本文との間は１行空けてください。

· 単位はできるだけSI単位を使用してください。

· 図表で0.12mm幅以下の線はパソコン画面で見えていても印刷できない場合があります。

· 作成した原稿は、電子ファイルでの提出となります。次に記した提出方法をよく読んで、原稿を提出してください。


原稿の提出締切は2013年5月24日(金) 18:00（必着）です。
締切以降に提出された原稿は要旨集へ掲載できなくなりますので、厳守してください。

PDF形式電子ファイルでの提出方法
· 原稿はPDF形式ファイルにして、MS wordファイルとともに、電子メールの添付書類として、a.iwase＠rs.tus.ac.jp (＠を半角に変更してください)宛にご送付ください。MS wordファイルだけ提出された場合、事務局でPDF形式に変換致しますが、字体、スタイル等が変わってしまう場合がありますのでご了承ください。
· PDF形式電子ファイルに変換する際の注意点

· 講演番号は事務局にて付記しますので、原稿内に記入しないでください。

· ファイルサイズは、4 MB以内でお願いします。

· PDFファイルはAdobe Acrobat 4.0以上で表示および印刷可能にしてください。

· PDF設定において「High Quality」、「Press Quality」等を選択し、高解像度かつ文書にフォントが埋め込まれたものを作成してください。文字化けが確実に起こらなくなります。

· セキュリティ設定は「なし」としてください。

· なお、MS WordのPDF作成ツールバー（ボタン）を押下して作成されたPDFには、初期設定ではフォントの埋め込みがされません。

· 作成したPDFデータにフォントが埋め込まれているかどうかをアドビ・アクロバット（リーダー）等で確認してください。

· 作成したPDFファイルを開く→「ファイル」→「文書のプロパティ」→「フォント」と進んでいただき、表示されているフォント名の右側に（埋め込みサブセット） と表示されていれば、フォントが埋込されています。

· MS wordファイルを提出する際の注意点

· 講演番号は事務局にて付記しますので、原稿内に記入しないでください。
· ファイルサイズは、4 MB以内でお願いします。

· MS明朝、MSゴシック、Times New Roman、ArialおよびSymbolのみの使用を推奨します。

· 図・表は必ずファイルの中に埋め込んでください。（リンク形式で表示している場合、図・表が印刷されません。）
· 作成したファイルが他のパソコンで正しく印刷されるかどうか必ず確認してください。

· 機種名およびMS wordのバージョンをご連絡下さい。

